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【研究部門等】 

○令和元年 8 月 29 日付け 

（任期満了） 

氏  名 所   属 職  名 備     考 

CHENG 
JINGUANG 

附属物質設計評価施設 特任教授 中国科学院物理研究所 教授へ 

 

○令和元年 8 月 31 日付け 

（辞 職） 

氏  名 所   属 職  名 備     考 

下 澤 雅 明 凝縮系物性研究部門 助  教 大阪大学大学院基礎工学研究科 准教授へ 

 

○令和元年 9 月 1 日付け 

（採 用） 

氏  名 所   属 職  名 備     考 

水 野 智 也 
附属極限コヒーレント光科学研究
センター 

特任助教 物性研究所 特任研究員より 

 

○令和元年 9 月 16 日付け 

（採 用） 

氏  名 所   属 職  名 備     考 

福 島 鉄 也 
社会連携研究部門 
データ統合型材料物性研究部門 

特任准教授
大阪大学ナノサイエンスデザイン教育研究センター
特任准教授より 

 

○令和元年 9 月 30 日付け 

（辞 職） 

氏  名 所   属 職  名 備     考 

平 田 靖 透 
附属極限コヒーレント光科学研究
センター 

助  教 防衛大学校 助教へ 

 

○令和元年 10 月 1 日付け 

（採 用） 

氏  名 所   属 職  名 備     考 

中 島 多 朗 附属中性子科学研究施設 准 教 授
東京大学大学院工学系研究科附属量子相エレクトロ
ニクス研究センター 特任准教授より 

土 師 将 裕 ナノスケール物性研究部門 助  教
Temple University, Department of Physics  
Postdoctoral researcher より 

坂 本 祥 哉 量子物質研究グループ 助  教
SLAC National Accelerator Laboratory 
日本学術振興会海外特別研究員より 

 

人 事 異 動 
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○令和元年 10 月 15 日付け 

（任期満了） 

氏  名 所   属 職  名 備     考 

山 本   達 
附属極限コヒーレント光科学研究
センター 

助  教
物性研究所特任研究員を経て 
11 月 1 日より東北大学准教授へ 

 

○令和元年 11 月 1 日付け 

（採 用） 

氏  名 所   属 職  名 備     考 

SINGH YOGESH 凝縮系物性研究部門 特任教授
インド科学教育研究大学モハリ校 
准教授より 

鈴 木   剛 
附属極限コヒーレント光科学研究
センター 

助  教 物性研究所 特任研究員より 

井 戸 康 太 附属物質設計評価施設 助  教 物性研究所 特任研究員より 
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本研究所において、テーマ（分野）「限定型」およびテーマ（分野）自体を提案いただく「提案型」の客員教授（准教

授）を下記のとおり公募します。 

記 

Ⅰ．公募の区分 

１．「限定型」 

（１）テーマ（分野） 

a：生物発光関連材光機能に向けた理論・実験融合研究 

b：量子フラストレートスピン系の中性子散乱研究 

c：メガガウス磁場サイクロトロン共鳴による半導体・半金属の研究 

（２）公募人員 

a：准教授１名、b, c：教授各１名 

（３）期 間 

令和２年４月１日～令和３年３月３１日 

（４）研究条件 

① 研究室の供用、その他可能な範囲で研究上の便宜を図ります。  

② 研究費および本研究所との間の往復旅費、滞在費を支給します。  

③ なるべく多くの時間を本研究所における研究活動に充てることを推奨します。 

２．「提案型」 

（１）テーマ（分野） 

応募者自らテーマ（分野）を提案ください。 

（２）公募人員  教授または准教授３名程度  

（３）期  間  通年または半期  

通年    令和２年 ４月１日～令和３年３月３１日 

半期（前期）令和２年 ４月１日～令和２年９月３０日 

半期（後期）令和２年１０月１日～令和３年３月３１日 

（４）研究条件 

① 研究室の供用、その他可能な範囲で研究上の便宜を図ります。  

② 研究費として通年で最大１００万円（理論５０万円）、および本研究所との間の往復旅費、滞在費を支給します。  

③ 滞在日数は半期で１ヶ月以上を目途とします。  

 

Ⅱ．公募締切  

令和元年１２月１３日（金）（必着）  

 

Ⅲ．提出書類  

（イ）「限定型」の場合  

① 推薦書または意見書（作成者から書類提出先へ直送）  

② 履歴書（下記 URL より東京大学統一履歴書フォーマットをダウンロードのうえ、作成すること）  

https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html  
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③ 業績リスト、主要論文の別刷５編  

④ 研究計画書（本研究所滞在可能期間の推定を含む） 

（ロ）「提案型」の場合  

① 推薦書または意見書（作成者から書類提出先へ直送）  

② 履歴書（下記 URL より東京大学統一履歴書フォーマットをダウンロードのうえ、作成すること）  

https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html  

③ 業績リスト、主要論文の別刷５編  

④ テーマ（分野）および具体的研究計画  

⑤ 以下の４点について記載したもの  

・通年か半期の別  

・本研究所における研究関連所員名（複数も可）および関連所員との事前打合せに関する記述（必ず事前に所員

と連絡を取ってください。）  

・予定滞在日数  

・必要研究経費（概算）  

 

Ⅳ．書類提出方法 郵送又はメール送付  

郵 送 「客員教授（准教授）応募書類在中」または「推薦書（意見書）在中」と朱書きし、書留にて郵送してくだ

さい。  

メール 件名は「客員教授（准教授）応募」とし、総務係までメールを送付してください。総務係から書類送付先

フォルダを連絡するので、そちらに応募書類一式を保存してください。  

 

Ⅴ．書類提出先及び問い合わせ先  

〒277-8581 千葉県柏市柏の葉５丁目１番５号 東京大学物性研究所総務係  

電話 04-7136-3207 e-mail : issp-jinji@issp.u-tokyo.ac.jp  

 

Ⅵ．注意事項  

応募に際しては本研究所所員とあらかじめ連絡を取ってください。また、本研究所における各種制度と連動させる

ために、申請する客員所員の着任期間において、研究会（短期研究会、ワークショップ）への提案や連携、国際連携

制度（外国人客員所員、外国人客員研究員、国際共同研究等）との連携を取ること推奨しております。制度の諸情報

については、研究戦略室にお問い合わせ下さい（研究戦略室 e-mail : rso@issp.u-tokyo.ac.jp）。  

 

Ⅶ．選考方法  

東京大学物性研究所人事選考協議会の審議に基づき、物性研究所教授会で決定します。  

 

令和元年 9月 30 日  

東京大学物性研究所長  森 初果  
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下記により助教の公募をいたします。適任者の推薦、希望者の応募をお願いいたします。  

記 

１．研究部門名等および公募人員数  

附属中性子科学研究施設（中島研究室） 助教１名  

当施設は日本原子力研究開発機構研究用原子炉(JRR-3)及び大強度陽子加速器施設(J-PARC)を用いた中性子散乱実

験の全国共同利用研究施設である。主たる勤務地は茨城県東海村である。  

２．研究内容  

中島准教授と協力して、中性子散乱を用いて磁性・強相関系（例としてはフラストレート磁性体、マルチフェロイッ

ク、磁気スキルミオン系など）の実験的研究を意欲的に推進する研究者を希望する。これまでの中性子散乱実験の経験

は問わない。全国共同利用の運営にも積極的に参加して頂く。  

３．応募資格  

博士修了又は修了見込の方。  

４．任  期  

任期５年、再任可。ただし、１回を限度とする。  

５．公募締切  

令和元年１２月２０日（金）必着  

６．着任時期  

採用決定後なるべく早く  

７．提出書類  

（イ）推薦の場合  

○推薦書 

○履歴書（略歴で可、下記 URL より東京大学統一履歴書フォーマットをダウンロードのうえ、作成すること） 

https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html 

○業績リスト（特に重要な論文に○印をつけること） 

○主要論文の別刷（３編程度、コピー可） 

○研究業績の概要（２０００字程度） 

○研究計画書（２０００字程度） 

（ロ）応募の場合  

○履歴書（略歴で可、下記 URL より東京大学統一履歴書フォーマットをダウンロードのうえ、作成すること）  

https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html  

○業績リスト（特に重要な論文に○印をつけること） 

○主要論文の別刷（３編程度、コピー可） 

○研究業績の概要（２０００字程度） 

○研究計画書（２０００字程度） 

○所属長・指導教員等による応募者本人についての意見書（作成者から書類提出先へ直送） 

  

東京大学物性研究所教員公募について
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８．書類提出方法 郵送又はメール送付  

郵 送：「附属中性子科学研究施設（中島研究室）助教応募書類在中」、又は「推薦書在中」の旨を朱書し、簡易書

留等配達状況が確認可能な方法で送付すること。  

メール：件名は「中島研究室助教応募」とし、総務係までメールを送付すること。総務係から書類送付先フォルダを

連絡するので、そちらに応募書類一式を保存すること。  

９．書類提出先  

〒277-8581 千葉県柏市柏の葉５丁目１番５号  

東京大学物性研究所総務係  

電話 04-7136-3207 e-mail : issp-jinji@issp.u-tokyo.ac.jp  

10．本件に関する問い合わせ先  

東京大学物性研究所 附属中性子科学研究施設 准教授 中島 多朗  

e-mail : taro.nakajima@issp.u-tokyo.ac.jp  

11．選考方法  

東京大学物性研究所教授会の議を経て、審査決定します。ただし、適任者のない場合は、決定を保留します。  

12．その他  

東京大学は男女共同参画を推進しており、女性の積極的な応募を歓迎します。なお、お送りいただいた応募書類等は

返却いたしませんので、ご了解の上お申込み下さい。また、履歴書は本応募の用途に限り使用し、個人情報は正当な理

由なく第三者への開示、譲渡及び貸与することは一切ありません。  

 

令和元年 10月 21 日 

東京大学物性研究所長  森 初果 
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下記により特任研究員の公募をいたします。適任者の推薦、希望者の応募をお願いいたします。  

記 

１．研究部門名等および公募人員数  

機能物性研究グループ（兼：物性理論研究部門） 特任研究員１名  

２．研究内容  

特異な量子効果が発現する量子物質（ディラック・ワイル半金属、トポロジカル絶縁体、強相関系、超伝導体等）を

舞台として、主にレーザー光によって誘起される非平衡現象を理論的に調べることで「非平衡量子物質」に隠れている

新学理の発見を目指す。場の理論、非平衡開放系、数値的手法、トポロジカル物質、強相関系のいずれかのバックグラ

ウンドがあることが望ましい。岡隆史(東大物性研、マックスランク研究所)、森本高裕（東大物理工学）とともに理論

研究を行い、島野亮（東大低温センター）、林将光（東大物理）による非線形光学、スピントロニクス実験と協力する。  

３．応募資格  

着任時点で博士の学位を有する者、または学位取得が確実な者  

４．任  期  

２０２１年３月３１日までとする。ただし、研究の進捗状況や方向性の変化を考慮し、２０２５年３月３１日までを

上限として更新可とする。雇用契約は年度ごとに更新する。  

５．勤務地  

東京大学物性研究所（東京大学柏キャンパス：千葉県柏市柏の葉５丁目１番５号）  

６．勤務対応・手当・給与等  

裁量労働制（週５日：１週間あたり３８時間４５分相当）  

給与は「東京大学年俸制給与の適用に関する規則」による（経験・実績等に応じて決定）。雇用保険・文部科学省共

済組合加入。通勤手当有。  

７．公募締切  

２０２０年１月９日（木）必着  

８．着任時期  

２０２０年４月１日を予定（応相談）  

９．提出書類  

(1) 履歴書（写真添付）  

(2) 研究業績の要旨（A4 で 1-2 ページ程度）  

(3) 研究業績一覧  

(4) 着任後の研究計画（A4 で 1-2 ページ程度）  

(5) 本人に関して意見を聞き得る方の氏名、所属、連絡先（２名）  

(6) 着任可能時期  

10．書類提出方法・提出先  

提出書類を一つの pdfファイルにし、メールで送付(アーカイブ番号も可)のこと。メールの subjectには「CRESTポ

スドク応募」とお書きください。送り先メールアドレスは以下の通りである。  

東京大学物性研究所総務係  

電話 04-7136-3207 e-mail : issp-jinji@issp.u-tokyo.ac.jp  

  

東京大学物性研究所 特任研究員の公募について
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11．本件に関する問合せ先  

東京大学物性研究所機能物性研究グループ主任 教授 秋山 英文  

e-mail : golgo@issp.u-tokyo.ac.jp  

12．選考方法  

原則として書類選考とし、場合によっては面接を行う。面接対象者へはメールにて通知する。ただし、適任者のな

い場合は、決定を保留。  

13．その他  

東京大学は男女共同参画を推進しており、女性の積極的な応募を歓迎します。なお、お送りいただいた募書類等は

返却いたしませんので、ご了承の上お申込み下さい。  

また、履歴書は本応募の用途に限り使用し、個人情報は正当な理由なく第三者への開示、譲渡及び貸与することは

一切ありません。  

 

令和元年 10月 31 日  

東京大学物性研究所長  森 初果 
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下記により助教の公募をいたします。適任者の推薦、希望者の応募をお願いいたします。  

記 

１．研究部門名等および公募人員数  

凝縮系物性研究部門（山下研究室） 助教１名  

２．研究内容  

凝縮系物性研究部門山下研究室では、超低温までの物性測定や精密物性測定技術の開発による物性研究を行っている。

本公募では、山下所員と協力して低温における物性測定を開拓し、国内外の研究者と連携しながら、低温における新し

い研究分野の開拓に意欲的に取り組む若手研究者を募集する。さらに大学院学生の指導にも積極的な方を希望する。低

温実験に携わってきた方が望ましいが、これまでの専門分野は問わない。  

３．応募資格  

博士号取得済み、あるいは取得見込みの方。  

４．任  期  

任期５年、再任可。ただし、１回を限度とする。  

５．公募締切  

令和２年 １月１４日（火）必着  

６．着任時期  

決定後なるべく早い時期を希望する。  

７．提出書類 

（イ）推薦の場合 

○推薦書 

○履歴書（下記 URL より東京大学統一履歴書フォーマットをダウンロードのうえ、作成すること） 

https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html 

○業績リスト（特に重要な論文に○印をつけること） 

○主要論文の別刷（３編程度、コピー可） 

○研究業績の概要（Ａ４、２枚程度） 

○研究計画書（Ａ４、２枚程度） 

（ロ）応募の場合 

○履歴書（下記 URL より東京大学統一履歴書フォーマットをダウンロードのうえ、作成すること） 

https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html 

○業績リスト（特に重要な論文に○印をつけること） 

○主要論文の別刷（３編程度、コピー可） 

○所属長・指導教員等による応募者本人についての意見書（作成者から書類提出先へ直送） 

○研究業績の概要（Ａ４、２枚程度） 

○研究計画書（Ａ４、２枚程度） 

８．書類提出方法 郵送又はメール送付 

郵 送 ｢山下研究室助教応募書類在中」の旨を朱書し、簡易書留等配達状況が確認可能な方法で送付すること。  

メール 件名は「山下研究室助教応募」とし、総務係までメールを送付すること。総務係から書類送付先フォルダを

連絡するので、そちらに応募書類一式を保存すること。  

※ 受け取りの返事がない場合は、公募締切日までに問い合わせを行うこと。  

東京大学物性研究所教員公募について
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９．書類提出先 

〒277-8581 千葉県柏市柏の葉５丁目１番５号  

東京大学物性研究所総務係 

電話 04-7136-3207 e-mail : issp-jinji@issp.u-tokyo.ac.jp  

10．本件に関する問い合わせ先 

東京大学物性研究所凝縮系物性研究部門 准教授 山下 穣  

電話 04-7136-3350 e-mail : my@issp.u-tokyo.ac.jp  

11．選考方法  

東京大学物性研究所教授会の議を経て、審査決定します。ただし、適任者のない場合は、決定を保留します。 

12．その他 

東京大学は男女共同参画を推進しており、女性の積極的な応募を歓迎します。なお、お送りいただいた応募書類等は

返却いたしませんので、ご了解の上お申込み下さい。また、履歴書は本応募の用途に限り使用し、個人情報は正当な理

由なく第三者への開示、譲渡及び貸与することは一切ありません。 

 

令和元年 10月 17 日 

東京大学物性研究所長  森 初果 
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下記により准教授の公募をいたします。適任者の推薦、希望者の応募をお願いいたします。 

記 

１．研究部門名及び公募人員数 

附属中性子科学研究施設 准教授 １名  

当施設は日本原子力研究開発機構研究用原子炉(JRR-3)及び大強度陽子加速器施設(J-PARC)を用いた中性子散乱実

験の全国共同利用研究施設である。そのため本施設は茨城県東海村に設置されており、主たる勤務地は同設置場所となる。  

２．研究内容 

中性子散乱全国共同利用、日米協力「中性子散乱」事業に意欲のある若手研究者で、小角散乱装置 SANS-U および

スピンエコー装置 iNSE を積極的に利用したソフトマター分野の先導的研究を推進するとともに、所内の機能物性研究

グループの理論、生物物理、表面、放射光関連研究グループなどと連携し研究を推進できる方を公募する。 

３．応募資格 

博士修了又は修了見込の方。 

４．任 期  

満５６歳に達する年度の初めに任期制に入り、任期は５年とし再任は１回を限度とする。なお、任期制の詳細につい

ては下記問い合せ先までお尋ねください。  

５．公募締切  

令和２年１月３１日（金）必着  

６．着任時期 

令和２年７月１日以降、なるべく早い時期を希望する。 

７．提出書類 

○履歴書（下記 URL より東京大学統一履歴書フォーマットをダウンロードのうえ、作成すること）  

https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html  

○業績リスト（特に重要な論文に○印をつけること） 

○主要論文の別刷（５編、コピー可） 

○研究業績の概要（３０００字程度）  

○研究計画書（３０００字程度） 

○応募者本人についての推薦書または意見書  

（作成者から提出先へ直送）  

○応募者本人について照会可能な上記以外の二名の名前と連絡先  

８．書類提出方法 郵送又はメール送付  

郵 送：「中性子科学研究施設准教授応募書類在中」、又は「推薦書在中」の旨を朱書し、簡易書留等配達状況が確認

可能な方法で送付すること。  

メール：件名は「中性子科学研究施設准教授 応募」とし、総務係までメールを送付すること。事前に総務係から書

類送付先フォルダを連絡するので、そちらに応募書類一式を保存すること。  

９．書類提出先  

〒277-8581 千葉県柏市柏の葉５丁目１番５号  

東京大学物性研究所総務係  

電話 04-7136-3207 e-mail : Issp-jinji@issp.u-tokyo.ac.jp  

東京大学物性研究所教員公募について
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10．本件に関する問い合わせ先 

東京大学物性研究所附属中性子科学研究施設 教授 山室 修  

e-mail : yamamuro@issp.u-tokyo.ac.jp  

11．選考方法 

東京大学物性研究所教授会で審査決定いたします。ただし、適任者のない場合は、決定を保留いたします。 

12．その他 

東京大学は男女共同参画を推進しており、女性の積極的な応募を歓迎します。 

なお、お送りいただいた応募書類等は返却いたしませんので、ご了解の上お申込み下さい。また、履歴書は本応募の

用途に限り使用し、個人情報は正当な理由なく第三者への開示、譲渡及び貸与することは一切ありません。  

 

令和元年 10月 21 日（月）  

東京大学物性研究所長  森 初果  
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下記により助教の公募をいたします。適任者の推薦、希望者の応募をお願いいたします。  

記 

１．研究部門名等および公募人員数  

附属極限コヒーレント光科学研究センター（松田巌研究室） 助教１名  

２．研究内容  

松田巌所員と協力して放射光を用いた物性実験による先端的物質科学の研究を行う。高輝度放射光施設 SPring-8 軟

X 線ビームライン BL07LSU にて様々な物理及び化学現象の研究に取り組むと共に、次世代放射光の利用を目指した技

術開発及び分野開拓に意欲のある研究者を募集する。  

３．応募資格  

博士号取得あるいは見込みの方。  

４．任  期  

任期５年、再任可。ただし、１回を限度とする。  

５．公募締切  

令和２年１月３１日（金）必着  

６．着任時期  

採用決定後なるべく早く  

７．提出書類  

（イ）推薦の場合  

○推薦書 

○履歴書(略歴で可、下記 URL より東京大学統一履歴書フォーマットをダウンロードのうえ、作成すること) 

https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html  

○業績リスト（特に重要な論文に○印をつけること） 

○主要論文の別刷（３編程度、コピー可） 

○研究業績の概要（２０００字程度） 

○研究計画書（２０００字程度） 

（ロ）応募の場合  

○履歴書(略歴で可、下記 URL より東京大学統一履歴書フォーマットをダウンロードのうえ、作成すること) 

https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html  

○業績リスト（特に重要な論文に○印をつけること） 

○主要論文の別刷（３編程度、コピー可） 

○研究業績の概要（２０００字程度） 

○研究計画書（２０００字程度） 

○指導教員等による応募者本人についての意見書（作成者から書類提出先へ直送）  

８．書類提出方法 郵送又はメール送付  

郵 送：「附属極限コヒーレント光科学研究センター（松田巌研究室）助教応募書類在中」、又は「推薦書在中」の旨

を朱書し、簡易書留等配達状況が確認可能な方法で送付すること。  

メール：件名は「松田巌研究室助教応募」とし、総務係までメールを送付すること。総務係から書類送付先フォルダ

を連絡するので、そちらに応募書類一式を保存すること。  

  

東京大学物性研究所教員公募について
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９．書類提出先  

〒277-8581 千葉県柏市柏の葉５丁目１番５号  

東京大学物性研究所総務係  

電話 : 04-7136-3207 e-mail : issp-jinji@issp.u-tokyo.ac.jp  

10．本件に関する問い合わせ先  

東京大学物性研究所 附属極限コヒーレント光科学研究センター 准教授 松田 巌  

電話 : 04-7136-3402 e-mail : imatsuda@issp.u-tokyo.ac.jp  

11．選考方法  

東京大学物性研究所教授会の議を経て、審査決定します。ただし、適任者のない場合は、決定を保留します。  

12．その他  

東京大学は男女共同参画を推進しており、女性の積極的な応募を歓迎します。なお、お送りいただいた応募書類等は

返却いたしませんので、ご了解の上お申込み下さい。また、履歴書は本応募の用途に限り使用し、個人情報は正当な理

由なく第三者への開示、譲渡及び貸与することは一切ありません。  

 

令和元年 10月 31 日  

東京大学物性研究所長  森 初果  
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１．奨学寄附金 

件    数 金 額 （円） 

34 46,268,000 

 

＜受託研究＞ 

研  究  題  目 委 託 者 受 入 金 額 （円） 研 究 代 表 者 

メンブレン単結晶を用いた振動発電デバイス
の創製 (国)科学技術振興機構 9,100,000 ナノスケール物性研究部門 

助教 高橋 竜太 

水素をプローブとした固溶型ナノ合金の状態
解析 (国)科学技術振興機構 13,520,000 附属中性子科学研究施設 

教授 山室 修 

カイラル反強磁性体におけるスピントロニクス
機能の実験的開発 (国)科学技術振興機構 11,050,000 ナノスケール物性研究部門 

教授 大谷 義近 

カイラル反強磁性体における起電力機能の
実験的開発 (国)科学技術振興機構 13,650,000 量子物質研究グループ 

教授 中辻 知 

エネルギーの効率的な創出、変換・貯蔵、利
用の新規基盤技術の開発 (共)自然科学研究機構 19,800,000 機能物性研究グループ 

教授 杉野 修 

エネルギー貯蔵材料の動作下超高分解能放
射光軟 X 線電子状態解析 (国)産業技術総合研究所 14,500,000 附属極限コヒーレント光科学研究センター

教授 原田 慈久 

基礎科学のフロンティア－極限への挑戦(基
礎科学の挑戦－複合・マルチスケール問題を
通した極限の探求)(サブ課題 B 相転移と流
動)(サブ課題 D 量子力学基礎と情報) 

文部科学省 35,215,000 
附属物質設計評価施設 
教授 川島 直輝 

次世代の産業を支える新機能デバイス・高性
能材料の創成 

文部科学省 250,000,000 附属計算物質科学研究センター 
教授 常行 真司 

基盤的計算機シミュレーション手法の磁石材
料開発への展開 (国)物質・材料研究機構 27,845,714 附属計算物質科学研究センター 

教授 常行 真司 

基盤的計算機シミュレーション手法の検討と
水素を含む新規材料候補の探索と物性解析 

(大)東京工業大学 1,900,000 附属計算物質科学研究センター 
教授 常行 真司 

高強度テラヘルツ電場による量子多体系の非
平衡物理の探索 (国)科学技術振興機構 1,950,000 附属極限コヒーレント光科学研究センター

准教授 松永 隆佑 

非平衡強相関系に対する非平衡動的平均場
理論とテンソル・ネットワーク方を中心とした量
子シミュレーション手法の開拓とシナジー 

(国)科学技術振興機構 11,268,000 
附属物質設計評価施設 
教授 川島 直輝 

新規光受容タンパク質が先導する新しいオプ
トジェネティクス (国)科学技術振興機構 18,655,000 機能物性研究グループ 

准教授 井上 圭一 

高感度かつ色覚認識可能な視覚再生のため
の高機能光遺伝学ツールの開発 (大)名古屋工業大学 800,000 機能物性研究グループ 

准教授 井上 圭一 

「革新型蓄電池実用化促進基盤技術開発」の
うち「第一原理計算による異相界面における
原子構造とイオン伝導現象の解明」 

(国)産業技術総合研究所 4,104,000 機能物性研究グループ 
助教 春山 潤 

電子構造のトポロジーを利用した機能性磁性
材料の開発とデバイス創成 (国)科学技術振興機構 4,550,000 量子物質研究グループ 

教授 中辻 知 

トポロジカル磁性体のスピントロニクス技術の
開発 (国)科学技術振興機構 1,950,000 

ナノスケール物性研究部門 
教授 大谷 義近 

リモートコントロールによるハイスループット材
料合成の実証実験 (国)科学技術振興機構 6,500,000 ナノスケール物性研究部門 

助教 高橋 竜太 

高輝度・高効率次世代レーザー技術開発／
次々世代加工に向けた新規光源・要素技術
開発／超高速利得スイッチ LD をシードとす
るレーザー加工用光源の開発 

(国)エネルギー・産業技術
総合開発機構(NEDO) 22,997,000 機能物性研究グループ 

教授 秋山 英文 

CPS 型レーザー加工機システムによるスマー
ト製造推進拠点／戦略的イノベーション創造
プログラム(SIP) 

内閣府 741,000,000 附属極限コヒーレント光科学研究センター
教授 小林 洋平 

 

合    計  1,210,354,714  

平成 30 年度外部資金の受入について 
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＜共同研究＞ 

研  究  題  目 相 手 側 機 関 相手側負担分 本学負担分 研 究 担 当 教 員 

パルス超強磁場を用いた創発物性研究 (国)理化学研究所 5,000,000  附属国際超強磁場科学研究施設 
准教授 徳永 将史 

新しい強磁場マグネット用高強度・高導電率
導体の開発 (国)物質・材料研究機構 0  附属国際超強磁場科学研究施設 

教授 金道 浩一 

強相関 f 電子系化合物の物性科学研究 (国)日本原子力研究開発 
機構 0  凝縮系物性研究部門 

教授 榊原 敏郎 

次世代ナノデバイスの動作中評価を実現する
革新的オペランド顕微技術 (国)産業技術総合研究所 0  附属極限コヒーレント光科学研究センター

教授 辛 埴 

発光特性解析を用いた宇宙用太陽電池高性
能化の研究 

(国)宇宙航空研究開発 
機構、(大)京都大学 0  機能物性研究グループ 

教授 秋山 英文 

次世代磁気イメージング法 SQUID-STM の
開発 (学)金沢工業大学 0  凝縮系物性研究部門 

助教 下澤 雅明 

磁歪の光ファイバセンサによる高速検出 (国)産業技術総合研究所 0  附属国際超強磁場科学研究施設 
助教 池田 暁彦 

濃厚ポリマーブラシのレジリエンシー強化とト
ライボロジー応用 (大)京都大学 他 16 機関 0  附属物質設計評価施設 

助教 樋口 祐次 

中性子回折実験による鉱物系ファイバーの材
料特性に関する共同研究 

(国)日本原子力研究開発 
機構 0  附属物質設計評価施設 

教授 上床 美也 

人工知能とデータ科学に基づく光受容タンパ
ク質の開発 

(国)理化学研究所・(大)名
古屋工業大学 0  機能物性研究グループ 

准教授 井上 圭一 

強磁場 NMR の開発と物性研究(物性研－物
性科学研究機関連携研究) (大)北海道大学  2,000,000 

附属国際超強磁場科学研究施設 
教授 金道 浩一 
准教授 小濱 芳允 

多重膜環境下における熱物性測定法の開発
と新奇物性探索(物性研－物性科学研究機関
連携研究) 

(大)横浜国立大学  1,000,000 附属物質設計評価施設 
教授 上床 美也 

【企業との共同研究 14 件】  29,069,600   
 

合     計  34,069,600 3,000,000  
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